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　2024年度　事業報告　
（自：2024年10月1日　至：2025年9月30日）

１．定期総会
	 2023年度定期総会（第49回） 開催……2024年11月16日
		 於：新横浜グレイスホテル 

２．同窓会報、ホームページ等による情報発信
	 ホームページの随時更新
	 同窓会会報第53号発行……2024年10月1日

３．�本部・支部及び各支部間の連携強化�
（会員増強のための情報提供）

	 【役員会】
	 2024年10月  5日 第184回役員会開催 
	 2025年 2月  1日 第185回役員会開催 
	  	 5月24日 第186回役員会開催 
	  	 8月20日 第187回役員会開催
	 【支部総会】
	 2024年	10月13日 ハンドボール支部総会開催　　　　　　　                            
　　　　　　　　　　　 大学出席 
	             10月26日 長野支部総会開催                                              
                                        大学·本部役員出席 
	             12月  7日 関西支部総会開催                                              
                                        本部役員出席 
	             12月  7日 韓国支部総会開催   
	             12月19日 不動産支部総会開催                                              
                                        本部役員出席 
                                        
	 2025年 1月25日 四国支部総会開催
                                        本部役員出席
                          6月13日 教員支部総会開催 
	 7月  5日 群馬支部総会開催
                                        本部役員出席
	 7月  5日 剣道部支部総会開催
                                        本部役員出席
 　　　	　　　   8月31日 新潟支部総会開催			 

本部役員出席
                         9月13日 韓国支部総会開催 
	 9月26日 宮城支部総会開催
	 【支部長会議】
　　   2024年	 11月16日 第16回支部長会議開催                                        
　　　　　　　　　　　 本部役員出席
４．支部設立の推進
　　　　　　　8月  2日 神奈川支部設立総会開催
                                        本部役員出席
	 9月15日 東海支部第一回総会開催                                        
　　　　　　　　　　　 大学·本部役員出席

５．会員名簿の整理及び管理
	� 個人情報の関係から名簿の発行予定はないが、メンテナンスとし

てインターネット（ホームページ）Mail、Faxにて受付し、整理更新
している。

６．本部総会、各支部総会への会員出席者向上
	 重要検討事項として次年度も継続する。

７．経費の節減

８．事業実績
	 2024年
	 10月  1日　   同窓会会報第53号発行
	 10月10日　   第18回全日本学生剣道オープン大会出場支援	
　　　10月23日　   第57回大学祭(飯山祭）へ支援
           11月16日　   2023年度定期総会（第49回）開催

	 2025年
	   1月14日　   卒業事業委員会へ支援
	   3月15日　   学位記授与式　山崎会長出席
	   4月  2日　   特待生・同窓会奨学生　認定式　山崎会長出席
             4月  3日　   入学式　山崎会長出席
　　　  6月  3日　   奨学金贈呈（同窓会奨学生）前期
	   9月  3日　   奨学金贈呈（同窓会奨学生）後期
	   9月13日　   秋季学位記授与式　山崎会長出席
             　　　　　   女子学生対象に生理用品の随時補給

　2024年度　収支計算書 　
自：2024年10月  1日
至：2025年  9月30日

収　入　の　部� 単位：円

科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
　Ⅰ　会 費 収 入 13,600,000 12,365,000 − 1,235,000
　  1.　同 窓 会 費 13,600,000 12,365,000 −1,235,000

　Ⅱ　事 業 収 入 400,000 325,000 − 75,000
　  1.　総 会 会 費 400,000 325,000 −75,000

　Ⅲ　資 産 運 用 収 入 1,000 23,674 22,674
　  1.　預 貯 金 等 利 息 1,000 23,674 22,674

　Ⅳ　雑 収 入 720,000 920,000 200,000
　  1.　その他（寄付金） 0 0 0
　  2.　育 友 会 受 託 費 720,000 720,000 0

当期収入合計 (A) 14,721,000 13,633,674 − 1,087,326
前期繰越収支差額 66,757,024 66,757,024 0
収入合計 (B) 81,478,024 80,390,698 − 1,087,326

支　出　の　部� 単位：円

科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
　Ⅰ　事 業 費 3,000,000 3,180,896 180,896

1. 機関紙印刷費 600,000 767,480 167,480
2. 総会費 2,400,000 2,413,416 13,416

　Ⅱ　準 会 員 支 援 金 4,650,000 3,959,750 − 690,250
1. 卒業記念事業費 1,000,000 1,000,000 0
2. 大 会 他 200,000 50,000 − 150,000
3. 新入生・卒業生記念品 1,150,000 1,149,750 − 250
4. 同 窓 会 奨 学 金 1,200,000 1,200,000 0
5. 援助金（大学祭） 500,000 500,000 0
6. 育英奨学金（有資格者） 500,000 0 − 500,000
7. 在 学 生 支 援 金 100,000 60,000 − 40,000

　Ⅲ　組 織 強 化 費 3,080,000 2,906,844 − 173,156
1. 支 部 支 援 金 1,600,000 1,574,998 − 25,002
2. 支部設立援助金 100,000 40,500 − 59,500
3. 通 信 費 1,200,000 1,117,110 − 82,890
4. H.P 制作維持費 180,000 174,236 − 5,764

　Ⅳ　管 理 費 3,900,000 4,107,117 207,117
1. 会 議 運 営 費 600,000 785,440 185,440
2. 旅 費 交 通 費 700,000 681,218 − 18,782
3. 慶 弔 費 150,000 114,390 − 35,610
4. 消 耗 品 費 150,000 57,434 − 92,566
5. 人 件 費 2,100,000 2,389,521 289,521
6. 雑 費 100,000 79,114 − 20,886
7. 予 備 費 100,000 0 − 100,000

当期支出合計 (C) 14,630,000 14,154,607 − 475,393
当期収支差額 (A) − (C) 91,000 − 520,933 − 611,933
次期繰越収支差額 (B)−(C) 66,848,024 66,236,091 − 611,933

　  3.　育友会より総会お祝い金 200,000 200,000
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　2024年度　貸借対照表　
2025年9月30日　現在

� 単位：円　
資　　産　　の　　部 負債及び正味財産の部

科　　　　　目 金　額 科　　　　　目 金　額
1.現　　　　　金 179,228 1.　正　味　財　産 68,736,091

2.普　通　預　金 24,691,647

3.定　期　預　金 43,865,216

資　　産　　合　　計 68,736,091 負 債・正味 財 産 合 計 68,736,091 

　2025年度　事業計画書　

自：2025年	10月	  1日
至：2026年  	9月	30日

1.定期総会の開催

2.同窓会報、ホームページ等による情報発信

3.本部・支部及び各支部間の連携強化　（会員増強のための情報提供）

4.支部設立の推進

5.会員名簿の整理及び管理

6.本部総会・各支部総会への会員出席者の向上

7.在学生への援助　（奨学金・課外活動等）

8.経費の節減

【支部及び支部長一覧】

都道府県支部　広島支部　　支部長　　   風　呂　実　雄（第10期）
　　　　　　　関西支部　　　　　　　   林　　　永　年（第10期）
　　　　　　　福島支部　　　　　　　   斎　藤　晋　一（第16期）
　　　　　　　新潟支部　　　　　　　   田　村　昭　雄（第 3 期）
　　　　　　　群馬支部　　　　　　　   鈴　木　清　照（第 8 期）
　　　　　　　宮城支部　　　　　　　   小　松　　　智（第 8 期）
　　　　　　　四国支部　　　　　　　   宇都宮　吉　彦（第11期）
　　　　　　　長野支部　　　　　　　   西　原　日　文（第 4 期）
　　　　　　　韓国支部　　　　　　　   尹　　　熙　満（第36期）
                     　神奈川支部　　　　　　　　竹　田　嘉　夫（第11期）
                         東海支部　　　　　　　   山　﨑　　　成（第 4 期）

運動・研究会　
関連支部

　剣道部支部　　　　　　   柴　崎　雅　治（第19期）
　　　　　　　ハンドボール部支部　　　　    滝　上　　　徹（第 5 期）
　　　　　　　経営情報システム　研究支部   滝　口　　　猛（第10期）
　　　　　　　飯山会支部　　　　　　   ［検　　　  討　　　  中］
　　　　　

職域支部　　　観光産業支部　　　　　　杉　原　一　光（第 2 期）
　　　　　　　教員支部　　　　　　　　岡　本　裕　樹（第37期）
　　　　　　　会計人会支部　　　　　　高　崎　洋　一（第28期）
　　　　　　　不動産支部　　　　　　　田　口　順　一（第26期）

　2025年度　収支予算書　
自：2025年10月1日
至：2026年9月30日

収　入　の　部� 単位：円

科　　　　目 2025 年度
予算額

2024 年度
（前年度）予算額

　Ⅰ　会 費 収 入 14,000,000 13,600,000
　   1.同窓会費 14,000,000 13,600,000

　Ⅱ　事 業 収 入 400,000 400,000
　   1.総 会 会 費 400,000 400,000

　Ⅲ　資 産 運 用 収 入 20,000 1,000
　   1. 預貯金等利息 20,000 1,000

　Ⅳ　雑 収 入 720,000 720,000
　   1.寄付金 0 0
　   2.育友会受託費 720,000 720,000

当期収入合計 (A) 15,140,000 14,721,000
前期繰越収支差額 66,236,091 66,757,024
収入合計 (B) 81,376,091 81,478,024

支　出　の　部� 単位：円

科　　　　目 2025 年度
予算額

2024 年度
（前年度）予算額

　Ⅰ　事 業 費 3,300,000 3,000,000
　   1. 機関紙印刷費 900,000 600,000
　   2. 総会費 2,400,000 2,400,000

　Ⅱ　準 会 員 支 援 金 4,500,000 4,650,000
　   1. 卒業記念事業費 1,000,000 1,000,000
　   2. 大 会 他 200,000 200,000
　   3. 新入生・卒業生記念品 1,150,000 1,150,000
　   4. 同 窓 会 奨 学 金 1,200,000 1,200,000
　   5. 援助金（大学祭） 500,000 500,000
　   6. 育英奨学金（有資格者） 300,000 500,000
　   7. 在 学 生 支 援 金 150,000 100,000

　Ⅲ　組 織 強 化 費 3,150,000 3,080,000
　   1. 支 部 支 援 金 1,650,000 1,600,000
　   2. 支部設立援助金 100,000 100,000
　   3. 通 信 費 1,200,000 1,200,000
　   4.H.P 制作維持費 200,000 180,000

　Ⅳ　管 理 費 4,150,000 3,900,000 
　   1. 会 議 運 営 費 700,000 600,000
　   2. 旅 費 交 通 費 700,000 700,000
　   3. 慶 弔 費 150,000 150,000
　   4. 消 耗 品 費 150,000 150,000
　   5. 人 件 費 2,300,000 2,100,000
　   6. 雑 費 100,000 100,000
　   7. 予 備 費 50,000 100,000

当期支出合計 (C) 15,100,000 14,630,000
当期収支差額 (A) − (C) 40,000 91,000
次期繰越収支差額 (B) − (C) 66,276,091 66,848,024
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同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
今
年
４
月
か
ら

学
長
に
就
任
し
ま
し
た
原
科
幸
彦（
は
ら

し
な 

さ
ち
ひ
こ
）で
す
。
昨
年
春
ま
で

は
千
葉
商
科
大
学
の
学
長
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
、
ご
縁
が
あ
り
ま

し
て
、
羽
田
功
前
学
長
の
後
を
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
学
は
1
9
6

6
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
丁
度
60
年
。

節
目
の
年
で
す
。
横
浜
商
科
大
学
と
い

う
名
前
は
大
変
魅
力
的
で
、
明
治
以
来

の
国
際
商
業
都
市
、
横
浜
に
ふ
さ
わ
し

い
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
伝

統
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ

く
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
工
学
と
い
う
、
理
工
学
と

社
会
科
学
の
重
な
っ
た
分
野
の
人
間
で
、

環
境
計
画
、
政
策
が
専
門
で
す
。
社
会

工
学
は
実
学
と
い
う
点
で
商
学
と
共
通

し
ま
す
。
社
会
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
す

る
の
で
総
合
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

商
学
も
社
会
に
お
け
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
流
通
を
通
じ
人
の
世
を
豊
か
に
す

る
た
め
、
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

千
葉
商
科
大
学
で
学
長
と
し
て
職
務
を

全
う
し
、
２
期
８
年
の
間
に
相
応
の
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
商
科
大
学
の
建
学
の
精
神
、「
安

ん
じ
て
こ
と
を
托
さ
る
る
人
と
な
れ
」

は
、
若
い
う
ち
は
上
司
か
ら
信
頼
さ
れ

る
人
に
な
り
、
い
ず
れ
は
信
頼
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
と
い
う
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
本
学
は
、
商
学
は

人
の
世
の
幸
い
の
た
め
に
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
言
い
方
を
変
え
る

と「
真
っ
当
な
商
い
」を
行
え
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
は
、
本
学
は
こ
の
真
っ
当

性
を
追
求
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
前
職
で
の
経
験
を
本
学
に

お
い
て
も
生
か
し
た
い
と
吉
原
毅
理
事

長
と
相
談
し
て
、
早
速
、
全
学
で
行
う

学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
学
の
将
来
の
た
め
、

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
大
学
で
あ
り

続
け
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
教
職

員
と
学
生
が
以
下
の
テ
ー
マ
ご
と
に
学

科
を
超
え
て
取
り
組
み
ま
す
。
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
重
み
は
変
わ
り
ま
す
が
、
教

育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
３
面
で
の
活

動
で
す
。

　

本
学
を「
真
っ
当
な
商
い
を
推
進
す
る

大
学
」と
し
て
特
徴
を
打
ち
出
す
。
そ
こ

で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
り
ま
す
が
、
中
身
の
あ
るSDGs

の
推
進
の
た
め
、
私
は
以
下
、
４
つ
の
テ

ー
マ
を
考
え
ま
し
た
。

【
１
】自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
大
学

に（
気
候
変
動
対
策
）

【
２
】ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
生
物
多

様
性
）　

【
３
】環
境
社
会
配
慮
：
三
方
よ
し
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト

【
４
】お
も
て
な
し
：
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、

さ
ら
に
、
教
職
員
の
方
々
と
議
論
を
進
め

る
な
か
で
、
明
治
以
来
の
国
際
都
市
横
浜

の
商
科
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
と

し
て
、
次
が
加
わ
り
ま
し
た
。

【
５
】世
界
へ
の
架
け
橋

　

現
在
、
私
は
全
て
の
教
員
に
個
別
に
お

会
い
し
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
学

長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
由
参
加
の
活
動

な
の
で
、
皆
さ
ん
が
面
白
い
と
思
わ
な
け

れ
ば
参
加
し
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
十
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
進
め

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆

さ
ん
も
ご
協
力
を
願
う
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横
浜
ら
し
い
商
科
大
学
に

                       

－

学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

－
第10代学長　原科幸彦

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
同
窓
会

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
同
窓
会
設
立
50
周
年
を
無
事
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
次

の
50
年
に
向
か
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
ま
い
る
所
存
で
す

　

今
年
の
定
期
総
会
は
、
皆
さ
ん
が
、
通

い
な
れ
た
鶴
見
飯
山
の
丘
で
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

私
と
同
年
代
の
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
は

大
変
な
飯
山
の
坂
で
し
ょ
う
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
飯
山
祭
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
会
員
の
皆
様
に
は
、

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
９
月
に

秋
季
学
位
記
授
与
式
、
３
月
14
日
に
は
令

和
７
年
度
学
位
記
授
与
式
に
出
席
し
育
友

会
・
同
窓
会
よ
り
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

３
月
の
卒
業
生
は
2
4
7
名
で
す(

内
訳
は

商
学
科
1
4
2
名
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
35
名
、
経
営
情
報
学
科
70
名)

。
こ
れ

に
よ
り
、
卒
業
生
総
数
は
、
2
3,
２
８
３

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
活
動
と
し
て
は
、
昨
年
12
月
に
不

動
産
支
部
・
関
西
支
部
が
、
今
年
に
入
っ

て
６
月
に
は
教
員
支
部
、
７
月
に
は
長
野

支
部
・
東
海
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

各
支
部
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
お
近
く
の
支
部
総
会

に
参
加
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
本
部

の
方
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

一
方
、
母
校
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、

羽
田
功
学
長
が
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日
付

け
で
原
科
幸
彦
先
生
が
学
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

４
月
３
日
に
は
本
学
体
育
館
に
お
い
て
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
学
生
3
8
9
名(

内
訳
は
商
学

科
2
2
8
名
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

61
名
、
経
営
情
報
学
科 

1
0
0
名)

。
そ

れ
に
院
生
６
名
を
加
え
た
3
9
5
名
が
商

大
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

４
月
８
日
に
は
大
学
特
待
生
・
同
窓
会
奨

学
生
13
名
に
対
し
て
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

５
月
に
は
、
硬
式
野
球
部
が
神
奈
川
リ
ー

グ
で
15
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
。

神
奈
川
リ
ー
グ
代
表
と
し
て
、
６
月
に
開

催
さ
れ
た
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
に
お

い
て
念
願
の
初
勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
。
野

球
部
の
こ
の
快
挙
は
60
周
年
記
念
事
業
に

華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
例
年
の
ご
と
く
大
変
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
熊
本
地

震
や
千
葉
豪
雨
な
ど
天
変
地
異
が
発
生
し

て
い
ま
す

被
害
に
遭
わ
れ
た
地
域
の
皆
様
方
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　
横
浜
商
科
大
学
同
窓
会 

会
長

           

山
崎 

好
美
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学位記 授与
商学科 142名

観光マネジメント学科 35名
経営情報学科 70名

令
和
７
年
度 

学
位
記 

授
与
式

2
0
2
6
年
３
月
14
日(

土)

13
時
よ
り

横
浜
商
科
大
学 

鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

令
和
８
年
３
月
14
日（
土)

13
時
よ
り
、
横
浜
商
科
大
学
鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
卒
業
生
2
4
7
名
が

社
会
へ
大
き
く
翔
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、“
人
の
世
の
幸
い
に
尽
く
す
人
と
な
れ
”と
吉
原
毅
理
事
長
よ
り
、
力
強
い
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

共に学んだ仲間や恩師と語り合う笑顔溢れる
パーティーとなりました。

育友会・同窓会より記念品として名刺入れを贈呈しました。

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

思い出深き
母校の地で
晴れやかに

行われました
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2
0
2
6
年
３
月
度
卒
業

　
　
　
　
　

    

経
営
情
報
学
科 

                  

小
島
　
佳
那
子

　

初
め
ま
し
て
。
２
０
２
６
年
３
月
に

経
営
情
報
学
科
を
卒
業
し
た
小
島
佳
那

子
と
申
し
ま
す
。
難
し
い
言
葉
が
苦
手

な
の
で
拙
い
文
章
に
は
な
り
ま
す
が
、

私
が
社
会
人
に
な
っ
た
今
思
っ
て
い
る

こ
と
を
お
伝
え
で
き
た
ら
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
初
に
、
就
職
活
動
で
悩
ん
で
い
る

３
年
次
や
４
年
次
の
人
た
ち
に
お
伝
え

し
た
い
こ
と
は
、「
４
年
次
の
３
月
で
も

内
定
は
も
ら
え
る
の
で
就
職
活
動
で
思

い
詰
め
な
い
で
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
で

す
。
私
は
就
職
活
動
に
活
発
で
、
３
年

次
で「
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と
い

う
夏
休
み
に
行
う
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。
当
時
の
私
は
税
理
士
事
務
所
や
会

計
事
務
所
な
ど
の
税
に
関
わ
る
仕
事
に

就
職
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

講
義
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
も
会
計

事
務
所
を
選
び
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
の
会
計
事
務
所
は
最
終
選
考

ま
で
い
き
ま
し
た
が
落
選
と
な
り
、
そ

の
後
も
税
理
士
事
務
所
や
会
計
事
務
所

の
選
考
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
て
１
次

選
考
で
落
選
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当

時
は
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
社
会

人
に
な
っ
た
今
は「
税
の
仕
事
は
好
き
で

や
っ
て
み
た
か
っ
た
け
ど
向
い
て
い
な

か
っ
た
。
好
き
と
向
い
て
い
る
は
違
う
」

と
思
い
ま
し
た
。
４
年
次
の
５
月
の
時

点
で
内
定
が
一
つ
も
な
い
こ
と
や
選
考

が
全
て
落
選
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

将
来
へ
の
不
安
か
ら
泣
い
て
い
た
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
辛
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
期
は
就
職
活
動
を
休
止
し
、

４
年
次
の
６
月
か
ら
も
う
一
度
就
職
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
４
年
次
の
７
月
に

内
定
を
も
ら
っ
て
内
定
を
承
諾
し
た
の

で
す
が
、
翌
年
の
２
月
に
内
定
を
辞
退

し
ま
し
た
。
仕
事
内
容
や
配
属
先
に
つ

い
て
聞
い
て
い
た
話
と
違
か
っ
た
り
、

１
週
間
以
上
連
絡
を
返
し
て
く
れ
な
か

っ
た
た
め
、
疑
心
を
抱
い
て
し
ま
い
こ

の
企
業
で
働
く
意
欲
が
な
く
な
っ
た
か

ら
で
す
。
内
定
を
辞
退
し
て
か
ら
は「
ア

ル
バ
イ
ト
で
働
こ
う
か
な
」と
思
っ
た
の

で
す
が
、
私
の
心
の
中
で
は「
大
学
を
出

た
の
だ
か
ら
新
卒
カ
ー
ド
を
使
っ
て
社

会
人
と
し
て
働
き
た
い
」と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
て
い
き
、
２
０
２
６
年
３

月
１
日
か
ら
就
職
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。
３
月
３
日
に
内
定
を
い
た
だ
い
た

企
業
に
就
職
し
、
配
属
先
も
希
望
ど
お

り
の
場
所
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の

就
職
活
動
は
紆
余
曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、

新
会
員
紹
介

後
輩
た
ち
へ
想
う
こ
と

就
職
し
て
現
在
も
働
い
て
お
り
ま
す
。

今
、
就
職
活
動
で
悩
ん
で
い
る
人
は「
人

生
ど
う
に
か
な
る
の
で
、
あ
ま
り
就
職

活
動
で
悩
み
続
け
ず
に
気
軽
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
人
に
な
っ
て
思
っ
た
こ

と
は「W

ord

やExcel

な
ど
は
使
え
な
く

て
も
い
い
け
ど
、
タ
イ
ピ
ン
グ
は
絶
対

に
早
く
打
て
る
よ
う
に
練
習
し
た
ほ
う

が
良
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。W

ord

や

Excel

も
使
え
た
ほ
う
が
い
い
で
す
が
、

仕
事
に
よ
っ
て
は
使
わ
な
い
の
で
私
は

「
基
礎
は
勉
強
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

け
ど
、
も
し
使
う
場
面
が
あ
っ
た
ら
そ

の
時
に
も
う
一
度
勉
強
す
れ
ば
い
い
」と

思
い
ま
す
。
で
す
が
、
タ
イ
ピ
ン
グ
は

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
仕
事
な
ら
ど
の
仕
事

も
影
響
し
て
き
ま
す
。
就
職
活
動
を
し

て
い
た
時
や
社
会
人
に
な
っ
て「
パ
ソ
コ

ン
を
使
う
仕
事
が
多
い
」と
感
じ
た
の

で
、
タ
イ
ピ
ン
グ
だ
け
は
学
生
の
う
ち

に
頑
張
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
タ
イ
ピ
ン
グ
早
く
な
る
た
め
に

オ
ス
ス
メ
な
の
は
、
レ
ポ
ー
ト
が
課
題

の
講
義
を
取
る
こ
と
で
す
。
レ
ポ
ー
ト

を
パ
ソ
コ
ン
で
一
文
字
一
文
字
を
入
力

す
る
こ
と
で
自
然
と
タ
イ
ピ
ン
グ
の
速

度
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
私
自
身
も

１
年
次
の
レ
ポ
ー
ト
で
２
０
０
０
文
字

打
っ
て
か
ら
自
然
と
タ
イ
ピ
ン
グ
が
早

く
な
り
ま
し
た
。
ど
の
講
義
を
受
講
し

よ
う
か
悩
ん
で
い
る
人
や
タ
イ
ピ
ン
グ

を
も
っ
と
早
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
レ
ポ
ー
ト
の
講
義
を
受
講
し
て
タ

イ
ピ
ン
グ
の
練
習
を
す
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
が
受
講
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
講
義
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」で
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
車
椅

子
の
人
や
目
が
不
自
由
な
人
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
な
製
品
や
設
計
を
し
て
い
く
考
え
方

の
こ
と
で
す
。
目
が
不
自
由
な
方
が
使

っ
て
い
る
杖
の
名
前
が「
は
く
じ
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
し
、

今
ま
で
白
杖
を
使
っ
て
い
る
人
を
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
。
講
義
で
白
杖

の
人
を
学
び
、
家
に
帰
る
た
め
に
駅
の

ホ
ー
ム
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
初
め

て
白
杖
の
人
を
見
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
私
は「
白
杖
の
人
が
い
な
い
の
で
は
な

く
、
白
杖
の
人
を
見
よ
う
と
も
し
て
い

な
か
っ
た
」と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
こ
の
講
義
は
、
新
し
い
価
値
観
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
般
常
識
と
し
て
の
知

識
も
学
べ
る
た
め
、
講
義
を
組
み
合
わ

せ
て
受
講
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
。

　

私
が
お
伝
え
し
た
い
こ
と
を
纏
め
ま

す
と「
大
学
で
卒
業
す
る
人
は
最
後
の
学

生
生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
４
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
な
の
で
、
後
悔
の
な

い
よ
う
に
楽
し
ん
で
卒
業
し
て
く
だ
さ

い
。」と
い
う
こ
と
で
す
。
最
後
ま
で
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
文
章
が
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
す
。

2
0
2
6
年
３
月
度
卒
業　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　

商
学
科 

　

         　
　
　

 　

岸
野
　
瑛

　

大
学
生
の
頃
、「
こ
の
授
業
は
将
来
、

本
当
に
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
」と
思
っ

た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
横
浜

商
科
大
学
で
は
、簿
記
や
会
計
、経
営
学
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
企
業
経
営
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
び
ま
す
。

し
か
し
当
時
の
私
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
を
学
ぶ
こ
と
に
精
一
杯
で
、
そ
れ
ら

が
社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の

か
を
具
体
的
に
想
像
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
私
は
小
売
業
で
働
い
て
い
ま

す
。
接
客
だ
け
で
な
く
、
売
場
づ
く
り

を
考
え
る
機
会
も
あ
り
、
日
々
、
お
客

様
に
ど
の
よ
う
な
商
品
を
扱
っ
た
ら
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
か
を
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
感

じ
た
の
は
、
お
店
を
運
営
し
て
い
く
上

で
大
切
な
の
は
、
単
に
売
上
を
伸
ば
す

こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

利
益
を
確
保
し
な
が
ら
継
続
し
て
お
客

様
に
選
ば
れ
る
お
店
で
あ
る
た
め
に
は
、

「
こ
の
お
店
だ
か
ら
来
た
い
」と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
価
値
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

売
場
づ
く
り
を
考
え
る
中
で
、
私
は

「
周
り
の
お
店
と
同
じ
商
品
を
並
べ
る
だ

け
で
は
、
お
客
様
が
お
店
を
選
ぶ
理
由

に
は
な
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
」と
考
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え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
定
番
の
商

品
を
取
り
扱
う
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
他
店
と
の
差
別
化
は
難

し
く
な
り
ま
す
。

私
が
働
い
て
い
る
店
舗
で
は「
こ
の
お
店

だ
か
ら
こ
そ
見
つ
け
ら
れ
る
商
品
」や

「
お
客
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
商
品
」

を
意
識
し
て
商
品
を
並
べ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
お
客
様
に
選
ば

れ
る
理
由
と
な
り
、
結
果
と
し
て
利
益

に
も
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
、
大
学
で
学
ん
だ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
経
営
戦
略
の
授
業
で
触

れ
た「
差
別
化
」や「
顧
客
視
点
」の
重
要

性
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
学
生
時
代

に
は
実
感
で
き
な
か
っ
た
学
び
が
、
仕

事
の
中
で
少
し
ず
つ
結
び
付
い
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
簿
記
や
会
計
の
授
業
も
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
見
方
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
仕
訳
や
計

算
方
法
を
覚
え
る
こ
と
に
意
識
が
向
い

て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
を
通
じ
て
数
字

は
企
業
の
経
営
状
況
を
表
す
も
の
で
あ

り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
判
断
が
利
益
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
考
え

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
当
時
は
試
験

の
た
め
の
知
識
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、
仕
事
の
背
景
を
理
解
す
る
た
め
の

土
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
思
い
出

す
の
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
式
で

語
っ
た「Connecting the Dots

」と
い

う
考
え
方
で
す
。
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
、
大

学
時
代
に
興
味
本
位
で
受
講
し
た
カ
リ

グ
ラ
フ
ィ
ー
の
授
業
が
、
後
に

M
acintosh

の
美
し
い
フ
ォ
ン
ト
を
生

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
語
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
未
来
を
見
て
点
を

つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
過
去
を
振

り
返
っ
た
と
き
に
初
め
て
点
は
つ
な
が

る
」と
い
う
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
、
大
学
時
代
の
学
び
は
当

時
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た「
点
」に
し

か
見
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

社
会
人
と
な
り
、
利
益
や
経
営
、
お
客

様
の
視
点
を
意
識
し
な
が
ら
仕
事
を
す

る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
が
少
し
ず

つ
つ
な
が
り
、
自
分
の
判
断
や
考
え
方

を
支
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
、「
こ
の
授
業
は

何
の
た
め
に
学
ぶ
の
だ
ろ
う
」と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
答
え
は
卒
業
し
た
直
後
で
は

な
く
、
社
会
に
出
て
経
験
を
重
ね
る
中

で
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
役
立
つ

知
識
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
つ
ひ
と
つ
の
学
び
は
将
来
の
自

分
を
支
え
る
大
切
な「
点
」と
な
り
ま
す
。

私
自
身
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
も
い
つ
か
仕
事
や
人
生
の
中
で
、
そ

の
点
が
一
本
の
線
と
し
て
つ
な
が
る
瞬

間
を
き
っ
と
経
験
す
る
は
ず
で
す
。
そ

の
経
験
は
、
将
来
必
ず
自
分
自
身
の
力

に
な
る
と
信
じ
て
、
大
学
で
の
学
び
を

大
切
に
し
、
多
く
の
こ
と
に
興
味
を
持

っ
て
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

2
0
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年
３
月
度
卒
業　
　
　

　
　
　
　

  　

 
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
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前
橋
　
保
宣

【
１
】大
学
時
代
の
思
い
出

　

大
学
時
代
は
時
間
を
か
な
り
自
由
に

使
え
る
の
で
、
旅
行
や
趣
味
の
開
拓
な

ど
、
く
だ
ら
な
い
こ
と
も
含
め
て
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
単
位
を
気
に
し
な
が
ら
、「
気
に

な
る
」と
い
う
理
由
だ
け
で
履
修
し
た
授

業
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
だ
っ
た

の
で
、
観
光
地
に
つ
い
て
の
講
義
や
、

観
光
業
界
に
つ
い
て
学
べ
る
授
業
を
中

心
に
履
修
し
、
満
足
し
た
大
学
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
観
光
地
の
名
物
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、「
観
光
に
お
け
る
食
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
」と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

授
業
で
す
。
ま
た
、
普
段
は
知
ら
な
い

観
光
地
の
食
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
私
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
授
業
を
き
っ
か
け
に「
旅
行
で

ど
こ
に
行
こ
う
か
」と
考
え
る
こ
と
も
増

え
、
趣
味
に
も
か
な
り
影
響
を
受
け
ま

し
た
。

他
に
は
、
期
末
課
題
で
観
光
ル
ー
ト
や

ツ
ア
ー
を
作
る
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
観
光
地
に
何
が
あ
る
の
か
を
調
べ
、

そ
の
後
に
実
際
に
現
地
へ
行
っ
て
、
本

当
に
実
行
で
き
る
ル
ー
ト
な
の
か
を
確

か
め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
際
に

行
っ
て
み
て
確
認
す
る
作
業
は
、
思
っ

て
い
た
以
上
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

観
光
ル
ー
ト
を
作
る
際
に
は
、「
何
を
考

え
る
べ
き
か
」「
時
間
配
分
を
ど
う
す
る

か
」「
何
を
観
光
客
に
見
せ
る
べ
き
か
」と

い
っ
た
こ
と
を
考
え
ま
す
。
そ
の
経
験

を
通
し
て
、
自
分
が
旅
行
す
る
と
き
に

も
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
を
作
れ
ば
よ

い
の
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ゼ
ミ
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

ゼ
ミ
旅
行
で
石
川
県
の
金
沢
に
行
っ
た

こ
と
で
す
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
観
光

地
に
人
が
集
ま
り
す
ぎ
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
る
現
象
で
す
。
私

た
ち
は
、
そ
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
金

沢
を
訪
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

行
っ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
ほ
ど
人
が

多
く
な
く
、「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

起
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
」と
考
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
観
光
地
で
確
認

す
る
こ
と
で
、
別
の
視
点
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
で
は
回
転
寿
司
を
食
べ
た

り
、
海
鮮
お
で
ん
な
ど
普
段
は
な
か
な

か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
食
べ
た
り
す

る
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
満
足
し
た
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

【
２
】就
活
に
つ
い
て

　

大
学
生
活
の
後
半
で
一
番
大
変
だ
っ

た
の
は
、
就
職
活
動
で
し
た
。
３
年
生

の
夏
休
み
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
、
２
～
３
月
頃
か
ら
は
マ
イ
ナ

ビ
の
説
明
会
な
ど
に
も
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
徐
々
に
忙
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

年
々
、
就
活
の
早
期
化
に
よ
っ
て
企

業
と
学
生
の
動
き
が
速
く
な
っ
て
お
り
、

周
り
か
ら「
就
活
が
終
わ
っ
た
」と
い
う

話
を
聞
く
時
期
も
早
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
就
活
に
手
こ
ず
っ
て

い
た
私
は
か
な
り
焦
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
頼
る

こ
と
で
、
６
月
や
７
月
で
も
選
考
を
行

っ
て
い
る
企
業
を
探
し
て
も
ら
っ
た
り
、

面
接
練
習
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な

ど
、
か
な
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
就
活
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
活
で
焦
っ
て
い
る
と
、
就
活
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
な
ど
を
使
い
た
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
頼
る

と
自
分
に
合
っ
た
企
業
を
見
つ
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
困
っ

た
と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
頼
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

【
３
】後
輩
へ

　

大
学
生
活
は
、
自
分
の
時
間
を
一
番

自
由
に
使
え
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
の
時
間
を
存
分
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
り
、
新
し
い
趣
味
を
始
め
た
り
す
る

に
は
、
大
学
生
活
は
良
い
時
間
で
す
。
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就
活
は
年
々
早
く
な
っ
て
い
て
大
変
で
す

が
、
困
っ
た
と
き
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
頼
れ
ば
、
案
外
な
ん
と
か
な
り
ま
す
。
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蘇
　
長
琳

　
「
人
生
で
出
会
う
出
来
事
は
、
す
べ
て

何
か
を
教
え
て
く
れ
る
」―
井
深
大（
ソ
ニ

ー
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
）

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
早
く
も
数
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
大
学
時

代
を
振
り
返
る
と
、
四
年
間
の
経
験
や
、

そ
こ
で
の
出
会
い
が
、
今
の
私
の
考
え
方

や
人
と
の
向
き
合
い
方
を
形
づ
く
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

私
は
台
湾
か
ら
日
本
へ
渡
り
、
大
学
に
入

学
し
ま
し
た
。
異
な
る
文
化
の
中
で
暮
ら

し
、
日
本
語
で
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

関
わ
り
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ

と
は
、
最
初
か
ら
当
た
り
前
に
で
き
た
わ

け
で
は
な
く
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
に
戸

惑
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の「
違
い
」か

ら
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
他
人

の
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分
か
ら
一
歩
踏
み

出
す
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
学
生
活
で
の
最
大
の
財
産
は
、
知
識

だ
け
で
は
な
く「
人
と
の
関
わ
り
」
で
し

た
。
学
友
会
卒
業
事
業
委
員
会
で
は
、
２

年
次
に
委
員
長
と
し
て
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

の
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
開
催
で
約
３
０
０
人
が
参
加
す
る

行
事
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
当
日
だ
け
で

な
く
多
く
の
準
備
と
調
整
が
必
要
で
し

た
。
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
一
人
ひ
と
り
の
声

に
耳
を
傾
け
、
得
意
な
こ
と
や
思
い
を
持

ち
寄
り
な
が
ら
、
一
つ
の
も
の
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
は
自
ら
す
べ
て
を
動
か
す
人

で
は
な
く
、
人
の
力
を
信
じ
、
互
い
の
違

い
を
認
め
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
も
役

割
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
一
人
で
は
届
か
な
か
っ
た
場

所
に
も
た
ど
り
着
け
る
と
知
っ
た
経
験

は
、
今
で
も
学
び
で
す
。

ま
た
、
ゼ
ミ
活
動
や
神
奈
川
県
産
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
企
業
や
社

会
と
直
接
関
わ
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
実
際
の
課
題
に
は
、
決
め
ら
れ
た
正

解
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
考

え
、
相
手
の
意
見
を
聞
き
、
試
し
、
時
に

は
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
答
え
を
探
し
て
い

く
中
で
、
学
ぶ
と
は
知
識
を
社
会
で
ど
う

生
か
す
か
を
考
え
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

卒
業
論
文
で
は
、
Z
世
代
の
消
費
意
識
と

D
2C

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
研
究
い

た
し
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
調
査
が
進
ま

ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
分
析
結
果
を
前
に

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

自
分
で
問
い
を
立
て
、
検
証
し
、
形
に
仕

上
げ
る
経
験
は
、
今
も
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
お
客
様
と
直
接
向
き
合
う
仕
事

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
相
手
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
を
考
え
、
言
葉
に
な
っ
て

い
な
い
思
い
に
も
耳
を
傾
け
、
自
分
の
考

え
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
。

こ
う
し
た
力
は
、
大
学
で
人
と
関
わ
り
、

悩
み
、
挑
戦
し
、
失
敗
し
た
経
験
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
も
の
で
す
。

異
国
の
地
で
学
ぶ
中
で
私
は
、「
違
う
こ

と
は
、
隔
た
り
で
は
な
く
、
視
野
を
広
げ

る
き
っ
か
け
に
な
る
」と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
異
な
る
考
え
方
や
価
値
観
に

触
れ
る
た
び
に
、
自
分
の「
当
た
り
前
」が

少
し
ず
つ
ほ
ど
け
て
い
き
ま
し
た
。
相
手

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
自
分
の

世
界
を
狭
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新

し
い
景
色
を
見
る
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
横
浜
商
科
大
学
に
も
、
学
生

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
可
能
性
に
出
会
え

る
場
所
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
留
学
生
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
背
景
を
持
つ
学
生
が
互
い
の
文
化
や
価

値
観
に
触
れ
、
卒
業
生
や
企
業
、
地
域
社

会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
学
ぶ
機
会
が
、
さ

ら
に
広
が
れ
ば
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
出
会
い
が
、
学
生
の
視
野
を
広
げ
、

商
大
ら
し
い
学
び
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」だ

け
で
は
な
く
、「
誰
と
出
会
い
、
何
に
挑

戦
す
る
か
」も
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
学
生
の
頃
に
は
四
年
間
は
長
く

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
卒

業
し
て
社
会
に
出
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
心
が
動
く
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
歩
踏
み
出
し
て
く
だ
さ

い
。
思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
経
験
も
、

遠
回
り
も
、
年
月
が
経
て
ば
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
、

社
会
人
と
し
て
歩
み
始
め
た
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
の
未
熟
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
大
学
で
得
た
学
び
と
ご

縁
を
大
切
に
し
、
誰
か
の
力
に
な
れ
る
人

へ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
四
年
間
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
職
員
の
皆
様
、
友
人
、
先
輩
・

後
輩
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
う
し
て
社
会
人
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の
は
、
決
し
て
自
分

一
人
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
言
葉
、
友
人
と
過
ご
し
た
時

間
、
失
敗
や
助
け
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
、

今
の
私
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
得
た
学
び
を
自
分
の
生
き
方
を
通

し
て
次
の
誰
か
へ
渡
し
て
い
く
こ
と
が
、

卒
業
生
と
な
っ
た
私
に
で
き
る
恩
返
し
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど

の
よ
う
な
道
を
歩
み
ま
し
て
も
、
横
浜
商

科
大
学
で
過
ご
し
た
四
年
間
と
、
そ
こ
で

い
た
だ
い
た
ご
縁
を
忘
れ
ず
、
自
分
ら
し

く
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
い
つ
の
日
か
、
誰
か
の
新
し
い
一
歩

の
後
押
し
が
で
き
る
人
に
な
れ
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
6
年
３
月
度
卒
業　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　

  

商
学
科 

　

         　
　
　

 

辰
川
　
凌
哉

　

横
浜
商
科
大
学
で
の
四
年
間
を
振
り
返

る
と
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
貴
重
な
学

び
と
挑
戦
の
連
続
で
し
た
。

大
学
時
代
の
思
い
出
と
し
て
、
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
学
友
会
で
の
活
動
で
す
。
１

年
次
か
ら
財
務
部
に
所
属
し
、
優
し
く
温

か
い
先
輩
方
に
囲
ま
れ
な
が
ら
大
学
生
活

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
２
・
３
年
時
に

は
学
友
会
の
副
委
員
長（
財
務
担
当
）を
務

め
、
組
織
を
運
営
す
る
難
し
さ
と
や
り
が

い
を
心
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
に
も
携
わ
る
な
ど
、

忙
し
く
も
大
変
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
資
格
取
得
・
教
職
課
程
・

課
外
活
動
の
両
立
で
す
。
副
委
員
長
と
し

て
の
務
め
を
果
た
し
な
が
ら
、
教
職
課
程

の
履
修
と
税
理
士
講
座（
財
務
諸
表
論
）の

受
講
と
い
う「
三
足
の
わ
ら
じ
」を
履
く
生

活
を
送
り
ま
し
た
。
特
に
３
年
次
は
多
忙

を
極
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

実
を
結
び
無
事
に「
財
務
諸
表
論
」に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小

学
生
以
来
と
な
る
日
本
武
道
館
で
の
剣
道

の
試
合
に
も
出
場
で
き
、
人
生
で
最
も
濃

密
で
達
成
感
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

三
つ
目
は
、「
簿
記
会
計
支
援
室
」で
の

講
師
経
験
と
、
税
理
士
法
人
で
の
実
務
ア

ル
バ
イ
ト
で
す
。
後
輩
に
教
え
る
こ
と
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
理
解
も
深
ま
り
ま
し

た
し
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
税
理
士
法
人

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、
学
生
の
う

ち
か
ら
社
会
の
空
気
感
や
実
務
に
触
れ
ら

れ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
し
た
。
学
生
時
代
に
実
際
の
職
場
を
経

験
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
大
き
な
糧
に
な

る
と
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
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４
年
次
に
は
、
母
校
が
普
通
科
で
あ
っ
た

影
響
も
あ
り
教
育
実
習
先
の
確
保
が
難
し

く
、
教
職
課
程
を
途
中
で
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
税
理
士
試
験

の「
簿
記
論
」に
も
不
合
格
と
な
る
な
ど
、

大
き
な
壁
に
直
面
し
強
い
悔
し
さ
を
味
わ

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
経
験
が

今
の
社
会
人
生
活
に
お
い
て
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
新
宿
の
税
理
士
法
人
で
社
会
人

１
年
生
と
し
て
働
く
中
で
、
大
学
時
代
の

す
べ
て
の
経
験
が
今
の
仕
事
に
活
き
て
い

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
自

分
の
た
め
に
知
識
を
吸
収
し
て
い
ま
し
た

が
、
社
会
人
に
な
っ
た
今
は
強
い
責
任
感

を
持
ち
、
日
々
の
業
務
に
真
摯
に
向
き
合

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
に
優
し
い
上
司
や
先
輩
に
恵
ま
れ
、

前
向
き
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い

ま
す
。
支
援
室
で
後
輩
に
教
え
て
経
験
や

学
友
会
で
の
組
織
運
営
、
実
務
ア
ル
バ
イ

ト
の
経
験
が
、
現
在
の
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。
挫
折
も
含

め
、
あ
の
時
の
遠
回
り
の
す
べ
て
が
今
に

繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
毎
日
で
す
。
現

在
は
、
８
月
の
税
理
士
試
験
に
向
け
て
、

朝
は
職
場
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
勉
強
し
て

か
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

母
校
に
は
今
後
と
も
、
学
生
が
専
門
ス

キ
ル
を
磨
け
る「
簿
記
会
計
支
援
室
」の
よ

う
な
実
践
的
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
継
続
・
発

展
や
、
教
職
を
目
指
す
学
生
へ
の
実
習
先

確
保
の
フ
ォ
ロ
ー
、
就
労
体
験
の
拡
充
な

ど
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
学
生
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
し
て
在
校
生
の
皆
さ
ん
へ
。
今
は
ま
だ

実
感
が
湧
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
学
の
四
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
前
向
き
に

取
り
組
み
、
大
学
の
環
境
や
制
度
を「
最

大
限
活
か
す
」く
ら
い
の
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
で
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
就
活
も
資
格

取
得
も
課
外
活
動
も
、
ど
れ
か
一
つ
に
絞

り
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
び
で
あ

っ
て
も
勉
強
で
あ
っ
て
も
、
真
剣
に
取
り

組
ん
だ
経
験
の
中
に
無
駄
な
も
の
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。「
何
で
も
や
っ
て
み
る

と
意
外
と
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
」―
―

こ
れ
こ
そ
が
、
私
が
試
行
錯
誤
の
４
年
間

で
得
た
一
番
の
学
び
で
す
。
ど
う
か
今
と

い
う
時
間
を
全
力
で
楽
し
み
、
挑
戦
を
続

け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、
心

よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

★
神
奈
川
支
部

令
和
７
年
11
月
27
日（
木
）18
時
よ
り

場
所
：
塚
田
農
場
横
浜
西
口
店

★
東
海
支
部

令
和
８
年
６︎
月
21
日（
日︎
）13
時
よ
り

場
所
：
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松︎

支
部
総
会
報
告　
次
の
９
支
部
で
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

★
四
国
支
部

令
和
８
年
７
月
25
日（
土
）18
時
よ
り

場
所
：
三
泰
商
事
ビ
ル
会
議
室

★
関
西
支
部

令
和
７
年
12
月
６
日（
土︎
）13
時
よ
り

場
所
：
大
阪
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

★
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
支
部

令
和
７
年
11
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分
よ
り

場
所
：
御
影
藏（
東
京
丸
の
内
ビ
ル
）

★
韓
国
支
部

令
和
８
年
７
月
４
日（
土
）17
時
よ
り

場
所
：
韓
国
同
窓
会
事
務
所

★
不
動
産
支
部

令
和
７
年
12
月
19
日（
木
）18
時
よ
り

場
所
：
横
浜
大
飯
店

★
教
員
支
部

令
和
８
年
６︎
月
12
日（
金︎
）17
時
よ
り

場
所
：
横
浜
商
科
大
学

                        

鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス

商大60周年記念事業として講演会が
理事長、新学長のもと開催されました。
(横浜商工会議所「横浜シンポジア」にて)

第1回 2026年1月31日(土) 15〜17時 
メインテーマ「商学は人の世の幸いの為にある」

第2回 2026年6月6日(土) 15〜17時
メインテーマ「自然エネルギー100%への挑戦」

★
長
野
支
部

令
和
８
年
７
月
18
日（
土
）13
時
よ
り

場
所
：
ホ
テ
ル

JAL
シ
テ
ィ
長
野
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日　時：2026年10月31日（土）
定期総会　13︎：30 〜 14：30︎　131︎教室
懇親会　　15︎：00 〜 17：00︎　531教室

場　所：�横浜商科大学つるみキャンパス
横浜市鶴見区東寺尾４丁目11-1　 [TEL] 045-571-3901

議　題：①2025年度　事業報告・決算報告・監査報告
②2026年度　事業計画(案)・予算(案)
③規約改正の件
④会長・会計監査・改選の件
⑤その他

同窓会員の皆さまには、同窓会活動にご理解・ご協力を
賜り、心よりお礼申し上げます。

さて第51回定期総会・懇親会を下記の通り開催いたします。

第51回

編
集
後
記

　
同
窓
会
50
周
年
を
終
え
て
、
そ
し
て
本
年

大
学
は
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
、
激
動
の
社

会
で
少
し
ず
つ
時
を
か
け
て
着
実
に
成
長
し

て
い
る
我
が
商
大
は
、
大
学
と
同
窓
会
の
多

く
の
皆
さ
ま
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

感
謝
を
胸
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
未
来
へ
。

継
続
は
力
な
り
!

自
然
の
大
災
害
に
幾
度
と
な
く
合
わ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
何
か
お
役
に
立
て
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
会
報
55
号
発
行
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
会
報
は
H
P
に
10
年
間
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
お

願
い
し
ま
す
。                                         

■同窓会事務局
月・火・木・金 午前10時00分〜午後4時30分
〒230-8577   横浜市鶴見区東寺尾4-11-1 
TEL/FAX 045-583-9031(直通) 
E-mail dousou@shodai.ac.jp 
URL http://www.shodai-ob.com/

定期総会・懇親会のご案内

第８回ホームカミングデー同時開催
講師  佐藤  拓男氏  平成6年度卒業

 

− 
紀 

−
汗をかきながら汗をかきながら飯山の坂を登って集まろう。

飯山の坂を登って集まろう。

（株）すかいらーくホールディングス代表取締役社長

＜支部長会議　12:00 〜13:00　314教室にて開催＞

※ 講演会 11時〜12時
722教室

申し込みは
こちら
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